
新宮市立医療センター  

（304床）  

基幹病院として救急受入機能の  

強化  
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紀南病院（356床）  

地域周産期母子医療センタ  

の仙CU後方病床等整備  
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那智勝浦町立温泉病  

院（150床）  

回復期におけるリハビリテー  

ション医療拠点機能の充実  

へき地診療所  

ご 国保古座川  

－－：病院（60床）  

師を安定的に派遣でき  
る仕組みの確立  

○優れた指導医派遣  

○日常診療と研修の   

技術的支援   

・遠隔画像診断   

t遠隔カンファレンス  

○地域での医師キャリ   

ア形成プログラム  

南和歌山医療センタ  r 国保串本病院  

：（106床）  

1  
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（316床）  

救命救急センター受入体  

円滑化  

串本病院  古座川病院  地域医療連携ネットワーク構築  

○ 医療資源不足により拠点病院の維持困難  

○ 救急医療・周産期医療体制の体制が未整備  

○ 深刻な医師等医療従事者の不足  
在宅医療  

新串本町立病院（仮称）（130床）  
・西部地域の二次救急医療拠点として機能強化  

■がんを中心とした回復期受入機能充実  

・在宅医療支援体制の充実   

絶対数増加と定着   

○医学部定員増  

○修学資金制度  
自由  
称   





役割分担した  
翫   

医師、看護師の勤務環境  
の整㈲（医療扮ラ⊥クの採 呈  

用し院内保育等・）  

！・研修医の研： ；，■’こ堰瑠規の整；  僚機関のネットワーク化  

（汀システム構築機器整  

備・テレビ金紙システム）  
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関係者によ烏直療連携章識  

研俸会の開催   
頓師等の支 麺転霊虹十・－ 1  

の  
・地域連携1  くスの策定⊥  

医療潅源  

○医師†春雄師の不足により、医恥看護師の   
確保や負担軽減が必要。  

○救急医療体制の充実と搬送体制の充喪が   
必要  

○限られた医療資塀を有効活用するため、汀  
を活用した連携体制の構築・整備鱒必要  

○医療連携等の県民への周知が必要  

療喪葦の啓発  

：・定員増の施設整備  

；・教育環韓貌整備  
・医師奨学金  
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1．ン 頑藩医帝体制¢充実  
！研修医の研修環境の整備；  

役割分担した  

機能の強化 ミ  

医師、看護師の勤務環境  
の整備（医療クラークの採  

用、院内保育等）  

三次救急病院  

・救急医療体  

制の∫充実  

・研修医の研  

修環境の整  

備   

医療機関のネットワーク化  

（汀システム構築・機器整備   

救急等システム）  

関係者による医療連携金言象、  

研修会の開催  
地域連携／くスの策定  
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；・ヘリの活用；       ．  

○医師・看護師の不足により、医師・看護師の   
確保や負担軽減が必要。  

○救急医療体制の充実と搬送体制の充実が   
必要  

○限られた医療資源を有効活用するため、汀   
を活用した連携体制の構築・整備が必要  

○医療連携等の県民への周知が必要  

：・定員増の施設整備  

；・教育環境の整備 ；  
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浜田医療圏は浜田医療センター、益田医療圏は益田赤十字病院、大甲医療圏は大田市立病院が各医療圏の中核的病院として、地域の医療を支えてきた  
◆しかし、医師等の不足により十分な医療機能を維持することが困難  

◆各医療機関が連携・補完しながら、県西部の医療崩壊を食い止めている  

◆交通の便の悪い広範な中山間地域を抱え高齢化率も高く交通弱者が多いため、医療機関の集約化も困難  
◆島根県医療計画では、限られた医療資源を有効に活用し、圏域を越えた医療連携の具体的な取組みを推進  
◆再生計画では、3つの医療圏が連携し、医師等の医療従事者を確保し、地域医療を維持するための施兼を実施  

「▼－－一一【■「’1▼1山‾■ん‾【▼‾Ⅵ叩－▼鵬 

（対女医ホ靡の状況）  

ト人口183千人  
・勤務医蝕の推移（非常勤常勤換算）  
H18：272人→H20：257人（▲15 

◆医師、看護職鼻等の医療従事者の不足により、対象  
地域の各医療機関が担う役割を果たすことができない  

◆そのため、医師、看護職長の確保とともに医療用ヘ  
リコプターや遠隔画像診断などマンパワー不足を補う  

ための体制整備を図る必要がある  

医師不足を補うための対策  
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ドクターヘリの導入  

r‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‘■‾‾‾‾‾‾‾‾－●‘‾■■‾●‾‾‾‘－■M‾【‾‾‘‾‘●‾‾‾‾‾‾‾「 室 医師事務作業補助者の採用．  ■       ．          ．＿上  
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病診連携の推進   
1  

】（診療所医師の救急への協力）   
し＿＿●＿＿＿＿＿＿＿．．＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●●＿．●＿＿＿＿＿＿J   

r－－■■仰●‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾■‾‾岬‾‾－‘‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾一‾”川1  

j 不足診療科のネットワーク ． ；       ；  
会議の開催  

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿．．＿＿＿＿＿－＿＿＿．，＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－－」  
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1  

壬 がん診療医師のサポート‡ ヽ、し－－－一一一一－－－一一－－－－－－－－－←－－－－一－－一一－－一一   
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；芸望諾票誤認主監話芸濫濫法詔認諾療轡に集中すれば県全体の3次医療機能に支障  

◆島根県医療計画では、限られた医療資源を有効に活用し、圏域を越えた医療連携の具体的な取組みを推進  

◆医師、看践職良等の医療従事者の不足により、   
対象地域の各医療機瀾が担う役割を果たすこと   
ができない  

◆そのため、医師、有性職良の確保とともに医療用   
ヘリコプターや遠隔画像診断などマンパワー不足   

を補うための休制整備を図る必要がある。  

（対象区無闇の状況）  
・人口 214千人  
・勤務医蝕の推移（非常勤常勤換算）  
H18：134人→ H20：126人（▲8＿3人）  

厚師不足を補うための対策、  

汀ネットワーク化  
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「  

… ドクターヘリの斗入 ■  申  
医師事務作業補助者の採用  

’   
病診連携の推進   r‘－－‾‾‾‾●‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾1     ’  

（診療所医師の救急への協力）  
し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿．．＿＿＿▼＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」  
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不足診療科のネットワーク ・  

会議の開催    ！ し＿＿＿＿＿－＿－－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿．．＝．．＿●＿＿＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ヰ   
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